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　席に着いて、まず、最初に行う作業
はメールのチェックである。しかし、
迷惑メールの多い事、出す方も大変な
んじゃないか？　と考える▶しかし、
先日、ある講義において、令和７年度

版消費者白書についての数字を見る機会があった。もう
少し詳しく調べてみようと白書を閲覧する。年代別や性
別によってトラブルの内容に違いがあり、事例も記載
してあり「なるほど。トラブル回避の為に一読しておく
のも有りだな！」と思う。白書によると2024年の１年間

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　皆様には、健やかな新年をお迎えのこととお慶び申し上げますととも
に、鹿児島県労福協の諸活動に対しまして、ご理解とご協力いただき心
から感謝申し上げます。 　
　緊迫化する国際情勢や深刻な気候変動をはじめ、少子高齢化・人口減少、
労働力不足、格差と貧困など社会の持続性が懸念されています。そして
足元では、物価高騰が家計を直撃し国民生活に影響を及ぼしています。
　今まさに「支え合い・助け合い」を共通の価値観とした、労働者福祉協
議会の果たすべき役割は一層大きくなっていると受け止めています。
　その一方で、労働者福祉運動を取り巻く環境は、デジタルネイティブ

（Z世代）が生産年齢人口の半数を占め、「集団」から「個」、「結果重視」か
ら「プロセス重視」、「画一性」から「多様性」の時代へ労働者の価値観が変
化しています。
　世代を超えた新たなつながりや多様な団体と「協働」を軸としたネット
ワークを広げるなど、これからの組織のあり方として「ネットワーク社
会」への対応も推進してまいりますとともに、創業の精神である「福祉は
ひとつ」の理念のもと「すべての働く人の連帯・協同で安心・共生の福祉
社会つくる」の実現を追求してまいります。

　そのため、労福協・労働団体・福祉事
業団体が「ともに運動する主体」として関
係を強化し、働く人が幸せと豊かさを実
感できる「労働者自主福祉運動」を力強く
進めてまいります。
　この一年が構成組織、組合員の皆様に
とって、飛翔の年となることをご祈念申
し上げ、年頭のご挨拶といたします。
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で支出が発生した消費者被害・トラブルは約1,940万件
で契約金額が約10.9兆円、既支払額は約9.0兆円との事。
日本の人口は約１億2030万人、年間予算は112.5兆円だ
から、10人に１人は被害にあっていて、国家予算の約１
/10が被害金額となっていることになる▶白書には認知
症等の高齢者や障がい者等から寄せられる相談は非常に
少ないとあり、近隣住民や福祉事業者、行政機関等が協
力して見守りをしていく事が重要とある▶そういえば、

「今年の正月のおせちはネットで注文した」と親父が言っ
ていたけど大丈夫でしょうか？

「協働」を軸とした
ネットワーク

本年もよろしく
お願いいたします。
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労働組合の役割は
重要度を増している
　　連合鹿児島　会長

　海　蔵　伸　一　

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　皆さまには、連合鹿児島、各地域協議会の運動・
活動にご理解・ご支援を賜り感謝を申し上げま
す。
　現在、国内では、少子高齢化・人口減少が進
む中で、労働力不足、国内需要の減少や経済規
模の縮小、安定的な社会保障制度の維持等、社
会的課題の深刻化が懸念されています。
　一方、世界に目を向ければ、ヨーロッパと中
東で、戦争の長期化と国民の犠牲が続いていま
す。そして、米国大統領の相互関税措置の政策
転換も加わり、民主主義と経済の動揺、国際社
会の分断と多極化が一層進みつつあります。
　平和と人権、民主主義、働く者の生活向上など、
労働組合の果たすべき役割は重要度を増してい
ます。
　連合は、早々に開始される2026春闘で、基本
構想の一つとして、“新しいステージ”の転換・
定着の段階から、実質賃金の持続的な上昇を伴
う「賃上げノルム（社会規範）」の確立をめざすと
しています。連合鹿児島も賃上げの大きな流れ
を継続・拡大し、すべての働く人の生活向上を
実現してまいります。
　本年が皆さまにとって健康で幸せな年である
ことを祈念申し上げ、新年の挨拶といたします。
ともに頑張りましょう。

新年のごあいさつ
　　九州労働金庫
　　　鹿児島県本部　本部長

黒　江　嘉　文　

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　日頃より九州ろうきんをご愛顧いただき心か
ら深く感謝を申し上げます。いつもご利用あり
がとうございます。
　皆さまにおかれましては、健やかで穏やかな
新年であるようにと強く願い「丙午」をお迎えさ
れたことと存じます。また豪雨などの自然災害
や大火災などにより、避難生活を続けながら年

を越された方々にお見舞いを申し上げ、一刻も
早い復興をお祈り申し上げます。
　現在、AIの台頭やフィンテックの進展、SDGs
の浸透などによって新しい価値観や消費行動が
急速に広がっています。また金融・経済面では
物価高騰や金利上昇が止まらず、勤労者にとっ
てさらに厳しい局面を迎えようとしています。
九州ろうきんは、どんな時代であろうとも、個々
のライフスタイルに応じた伴走型の提案活動を
大切に勤労者に寄り添い続けます。
　ろうきん運動の原点は預金の結集です。給振、
財形、年金など生活の軸として、ろうきんを末
永くご利用ください。
　「つながるあした　ひろがるみらいそして風は
南から」、本年も「ツカエルろうきん　みんなの
ろうきん」を何卒よろしくお願い申し上げます。

新年のごあいさつ
　　こくみん共済 coop
　　鹿児島推進本部　本部長

満　永　正　幸　

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　平素より、こくみん共済 coopの運動にご協力
を賜り、深く感謝申し上げます。
　さて昨年も、集中豪雨や台風襲来等により、
全国各地で甚大な災害が発生し、鹿児島におい
ても豪雨・台風等により、多くの住宅・自動車
等の災害が発生いたしました。被災されたすべ
ての方にお見舞いを申し上げるとともに、迅速
な共済金の支払いに努めてまいります。温暖化
等の影響によって、災害箇所の集中化や甚大化
が進んでおり、もしもの時の備えの重要性が増
しています。
　こくみん共済 coopでは、この４年間「中期経
営政策2022―25　変革と創造」を掲げ、お役立
ちDXとデジタル技術の活用を積極的に進めると
ともに、組合員との「深く」「長く」そして「広く」
の関係強化に努めてまいりました。今後も、こ
くみん共済 coopの理念でもある「みんなでたす
けあい、豊かで安心できる社会づくり」の実現に
向け、組合員の皆さまの生活を守り、安心をお
届けできるよう努めてまいります。なお一層の
ご理解・ご協力をお願い申し上げます。
　本年が皆さまにとって最良の年となるよう祈
念いたします。どうぞよろしくお願いします。
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ごあいさつ
　鹿児島県
　生活協同組合連合会
　会長理事
　　上　城　秀　人

　謹んで新年のお慶びを申し上げ
ます。旧年中は、鹿児島県生活協同
組合連合会へのご支援を賜り、厚
く御礼申し上げます。
　昨年は戦後80年の節目であり、
ロシア・ウクライナ戦争や中東情
勢の悪化、核実験再開の動きなど、
平和への願いに逆行する出来事が
続きました。同時に国際協同組合
年でもあり、地球温暖化や格差・
貧困など世界的な課題の中で、協
同組合の役割が一層期待された年
でもありました。
　本年におきましても、県下10生
協は、食の安心・安全、環境、医療・
福祉、平和、消費者被害防止など
の取り組みを通じ、組合員と県民
の皆様が安心して暮らせる地域づ
くりに努めてまいります。物価高
や円安、軍備増強、自然災害など、
私たちの平和と暮らしを脅かす状
況は続いていますが、豊かな社会
の実現に向け、微力ながら地域に
貢献できる活動を進めてまいりま
す。本年も変わらぬご支援をお願
い申し上げます。

平和と安心
を願う
　鹿児島県
　退職者団体連合
　会長
　二牟礼 正博

　新春のお慶びを申し上げま
すとともに、皆様のご健勝・
ご多幸をお祈りいたします。
　退職者会は、現職時代に懸
命に働いてきた者として、退
職後は平和な社会にあって何
の心配もなく、お互いに交流
を深め合う組織でありたいと
願って活動しています。
　しかし現実は、高齢者の生
活を支える年金や医療・介護
は厳しさを増しています。25
年度の年金支給額は、物価高
の中で支給額を抑制するマク
ロ経済スライドが適用され、
1.9％の引き上げでした。医療
や介護も利用者の自己負担が
増してきています。
　一方、世界の各地では戦闘
が絶えず、人道危機が深刻で
す。米国第一主義によって分
断と国際協調は混迷を深めて
います。また、各国で軍事力による抑止論が強まり、軍拡競
争を招いています。今こそ緊張緩和と信頼醸成・多様性尊重
が求められます。
　これからも退職者会は、現職や全国の退職者会の皆様と連
携し、平和で誰もが安心できる社会をめざして努力してまい
ります。
　本年もよろしくお願い申し上げます。
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私もひとこと
　各職場で活躍されている組合員の皆さ
んから、２０２6年の抱負が寄せられました。
本年も実り多い一年でありますよう祈念
しつつ、ここに紹介させていただきます。

新年を迎えて新年を迎えて

新年のご挨拶
　新年あけましておめで
とうございます。
　皆様におかれましては、
健やかに年末年始を過ご
され、春闘に向けて英気
をやしなわれたことと思
います。
　昨年は、米国大統領の
関税措置や中東における

地政学リスクの高まり、長引くロシアによるウク
ライナ侵攻などの影響により、物価上昇が続き、
我々労働者を取り巻く環境は一層厳しさを増した
一年となりました。本年は、我々の労働環境・生
活が少しでも良くなることを願うばかりです。
　さて、知らない方も多くおられると思いますが、
我々全日本海員組合は、海運業界で働く船員や陸
上部門の仲間が結集する労働組合で、日本に24
カ所、海外に５カ所拠点を置く、日本で唯一の産
業別労働組合です。
　海運業界は、大手企業を中心に、好業績の会社
もありますが、共通する問題として、後継者不足
があります。陸上諸産業も後継者不足が騒がれて
いますが、それと比べましても、有効求人倍率が
陸上と比較して数倍と高く、生産年齢人口が減少
していくことが予想されるなか、深刻な問題と
なっています。
　本年の３月から始まる労働協約改定交渉におい
ては、少しでも後継者確保の一助となるよう、物
価上昇を上回る労働諸条件の改善ができるよう、
現場組合員と一丸となって取り組む所存です。
　皆様、共に頑張りましょう！

　　

新年のご挨拶
　新年あけましておめでと
うございます。
　私たち高等学校教職員組
合（高教組）の活動目的は、

「教職員が安心して働ける
職場をつくる」ことと「子ど
もたちに豊かな学びを保障
する」ということを両輪に

して、日々取り組んでいます。　　　
　2025年は「戦後80年」ということで、高教組で

もいろいろな学習会等で戦争の歴史を学ぶ機会が
ありました。これからも戦争をしてはいけない、
平和を守ろうと声をますます強く挙げていきま
す。
　また、高校現場では、高校授業料無償化の影響、

「改正」給特法、教育のDX化等様々な課題が山積
しています。なかまと一緒にしっかりと議論し、
解決していきたいと思います。
　ところで、県教職員組合（県教組）・高教組にとっ
ては、教育会館の移転という大きな出来事があり
ました。山下町にあった教育会館は戦前にできた
建築物で歴史もあり、思い出深く寂しい思いもあ
りますが、下竜尾町にできた新教育会館でも、な
かまが集い、語り合える場所として、ますます活
動を盛り上げていきたいと思います。
　皆様にとって今年一年が良い年になりますよう
ご祈念申し上げます。共に頑張りましょう。

新年のご挨拶
　新年あけましておめで
とうございます。
　皆さまにおかれまして
は、健やかな新年をお迎
えのこととお喜び申し上
げます。
　皆さんにとって2025年
はどのような年だったで

しょうか？
　私は、いちき串木野市役所農政課に勤務してお
りますが、私たちの主食であるコメ不足が話題と
なり、５キロ当たりの価格が4,000円台と、肉・
魚よりコメを買うのが大変だと言われる時代とな
りました。
　ここ数年の物価高・燃料費の高騰は、最低賃金
の大幅な増額がなされたとはいえ、安定的な生活
を補償できるまではなく、さらなる給与の増額を
めざさなければなりません。一方で、企業側は中
小企業を中心に人件費の増加・雇用の縮小が懸念
され、物価高に拍車をかける事が予想されます。
　不安定な世の中だからこそ、私たち一人ひとり
の自己防衛が必要ではないでしょうか？　そこ
で、労働者が作った福祉金融機関である「ろうき
ん」を知ってもらい利用してもらうことで、さら
なる関係性の向上を図れるよう、県本部推進委員

連合鹿児島執行委員
全日本海員組合
鹿児島支部長
二神　健太

九州労働金庫
鹿児島県本部推進委員会

副推進委員長
上久木田　浩一

鹿児島県高等学校
教職員組合
執行委員長

榎園　美保子
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会と地域推進委員会、ろうきん職員が一丸となっ
て知恵を出し合い邁進してまいります。
　本年も皆さまにとりまして飛躍の年となります
ようご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていた
だきます。「風は南から」、共に頑張りましょう！
　

新年のごあいさつ
　明けましておめでとうご
ざいます。皆様におかれま
しては、輝かしい新年をお
迎えのこととお喜び申し上
げます。
　私は、ろうきん霧島支店
青年・女性推進委員会で委
員をしております。委員会
では、主にイベントや研修

会などを企画・実施し、労働組合の枠を超えた交
流。そして、ろうきんの周知活動を目的としてい
ます。霧島支店ではここ数年、「いおワールド鹿
児島水族館貸切ツアー」を開催し、多くの方に参
加いただきました。そこでは、ろうきんの取り扱
い商品や新NISA・iDeCoによる資産運用、被害
が減らないフィッシング詐欺の注意動画などを紹
介してきました。年齢層も幅広く、家族での参加
も多いので、ろうきんを知って利用するきっかけ
になっているかと思います。今後も、役員のみな
さんと意見交換しながら、イベントや学習会を計
画しますので、多くの方にご参加いただけると嬉
しいです。
　本年も皆様にとって良い年になりますようご祈
念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

　
新年のごあいさつ
　謹んで初春のお慶びを
申し上げます。
　皆様におかれましては
新年を健やかにお迎えの
こととお慶び申し上げま
す。
　さて、新型コロナウイ
ルスについて、かつてほ

どの脅威は薄れてきているとはいえ、新型コロナ
に翻弄されたここ数年の社会的変化は、歴史的な
変容を遂げ、最初は戸惑っていた新しい環境にも、
すっかり順応してしまっていることでしょう。
　一方で、新しい環境のもと、他者との距離感を
図りかねているということはありませんか？
　他者の温度を直接感じる機会が減ったことで、

人との繋がりが希薄になってしまっているという
ことはないでしょうか？
　人間関係の希薄さが、インターネット上で蔓延
る誹謗中傷や罵詈雑言に対する嫌悪感を薄れさ
せ、時には、それらが称賛されるという異常な社
会を生み出してしまっているのではないかと思っ
てしまいます。
　それらの異常な社会が当たり前の社会にならな
いよう、働く職場の仲間たちとの交流をより一層
深め、労働運動進展のため、できうる限りの力を
尽くしていきたいと思います。
　最後に、今年１年が、皆様にとって健康で実り
多き１年になりますよう御祈念申し上げて新年の
挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶
　新年明けましておめで
とうございます。
　皆様におかれましては
輝かしい新年をお迎えの
こととお慶び申し上げま
す。
　フード連合、ナンチク
労働組合で執行委員長を

仰せつかっております、藤森と申します。どうぞ
よろしくお願いいたします。
　昨年を振り返りますと、戦後80年と節目の年
でもあり平和運動を通じて「平和無くして労働運
動はなし」今日労働運動を行えている、この平和
にあらためて感謝の気持ちを感じました。今後も
我々が次の世代に子供たちへ平和な未来を繋いで
いかなくてはいけないと強く感じました。
　また、共済推進重点単組でもありますので未来
に備え未来に続く支え合う共済活動を少しでも広
げていきたいと思っております。
　最後に個人の2026年目標は趣味のゴルフで100
切り（３年停滞中）をする、子供と共に地域活動へ
の参加をしたい。この２つを目標とし楽しい活動
をして参りたいと思います。
　今年の干支は「丙午」勢いとエネルギーに満ちて
活動的になる年と言われております。
　皆様の組合活動が力強く盛り上がる一年になる
ことを祈念致しまして新年のごあいさつとさせて
いただきます。共に盛り上がりましょう。

　

阿久根市職員労働組合
執行委員長

牛之濱　諒

ナンチク労働組合
執行委員長

藤森　周一郎

九州労働金庫霧島支店
青年・女性推進委員会

幹事
木佐貫　美保
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　　　鹿児島地域労福協　会長　
德留　克洋　

　新年あけましておめでとうございます。
　かねてから鹿児島地域労福協の活動
にご理解とご協力を頂いておりますこ

とを心から感謝申し上げます。
　さて、県労福協、連合鹿児島地協とも連携し、み
なさまの癒やしと学びの場としての活動として、介
護教室や歴史探訪講座、ライフプランセミナー、ボ
ウリング大会やゴルフ大会などを行っています。ま
た、みなさまの豊かな生活の手助けとなる九州労働
金庫及びこくみん共済 coopの推進活動も行ってい
ます。今後ともこれまで以上のご利用もよろしくお
願いします。
　なお、昨年11月末に連合南薩地協と鹿児島地協
が１つの地協になったことから、労福協としても最
大限の活動ができるよう、広く交流と学習ができる
環境づくりに努めてまいりたいと考えております。
　結びに、2026年が皆様にとって幸多き年となる
ことをお祈りしまして、新年のご挨拶といたします。

　　　南薩地域労福協　会長
野入　慈峰　

　新年あけましておめでとうございます。
　日頃より南薩地域労福協の活動にご
理解とご協力をいただき感謝申し上げ

ます。
　昨年は、防災カフェやボウリング大会などを通じ
て、地域に根ざした福祉活動を進めて参りました。
活動に参加してくださいました皆さま、大変ありが
とうございました。今後も「つながる・寄りそう・
支え合う」を理念に、すべての人が安心して暮らせ
る社会づくりを目指して活動してまいります。
　2026年が皆様にとって健康で実り多き一年とな
りますよう心よりお祈りしまして、新年のあいさつ
とします。

　　　北薩地域労福協　会長
松元　陽子　

　新年あけましておめでとうございます。
　日頃より、北薩地域労働者福祉協議
会の活動にご理解・ご協力を賜りまし

て、感謝申し上げます。昨年は、超高齢化社会が到
来する2025年度問題、特に社会保障費の増大、医
療介護の需要増加と人材不足、労働力人口の減少と
いった社会、経済的な課題を日々感じる年となりま
した。また、物価上昇が止まらず、実質賃金はマイ

ナスが続いており、厳しい生活を余儀なくされてい
ます。
　そのような中ではありますが、私たちは、労働者
と家族が希望をもって安心して生活できるように、
関係団体と共に労働者福祉協議会の運動を一層推進
してまいります。2026年が皆様にとって、幸多き
１年でありますことを祈念申し上げ、新年の挨拶と
いたします。

　　　姶良伊佐地域労福協　会長　
佐多　巌　

　新年明けましておめでとうございます。
　日頃より姶良伊佐地区労働者福祉協
議会の運動にご理解とご協力をいただ

いていることに感謝申し上げます。
　2025年は戦後・被爆80年でした。朝の連続ドラ
マで、６週間にわたって戦時中の日本が描かれまし
た。現実はもっと暗く苦しい日々に違いなかったで
しょうが、ドラマの映像とわかっていても胸が苦し
くなる思いがしました。再び日本を戦禍に巻き込ま
せてはいけないと強く思いました。
　さて、私たちの暮らしは実質賃金が上がらず苦し
い状況が続いています。頼みの政治も希望の見えな
い状況です。自助にも限界があり、共助の和を広げ
ることがますます意味を持っています。労働者福祉
協議会は働く者とそのご家族のために関係団体との
連携を一層強化し2026年度の運動に取り組んで参
ります。
　最後に、今年一年のみなさまのご多幸を祈念申し
上げ新年のご挨拶とさせていただきます。

　　　大隅地域労福協　会長　
岩元　卓史　

　新年あけましておめでとうございます。
　日頃より大隅地域労福協の活動にご
理解とご協力をいただき、心より感謝

申し上げます。
　昨年は、34年ぶりの高水準となる賃上げが実現
しましたが、物価を反映した実質賃金は減少が続い
ており、私たちの生活は苦しい状況が続いておりま
す。このような時こそ可処分所得の向上を目指した
労働者自主福祉運動による共助の輪を更に広げるこ
とが求められています。
　大隅地域労福協といたしましては、働く方とその
ご家族の皆様の更なる福祉向上のため、2026年も
引き続き関係団体と一体となって取り組んで参りま
す。
　最後に、本年が皆様にとって幸多い良き一年とな
りますようご祈念申し上げ、新年の挨拶とさせて頂
きます。

地域労福協から  年頭のごあいさつ地域労福協から  年頭のごあいさつ
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島
市
）

　　　熊毛地域労福協　会長
　下村　隆二　

　新年あけましておめでとうございます。
　日頃より熊毛地域労福協の運動にご
理解ご協力頂きありがとうございます。

　昨年も自然災害の多い年となりました。熊毛地域
労福協でも、いざというときの災害への備えや、組
合員の可処分所得の向上にご協力できるよう、関連
団体と協力を深めていかなければならないと痛感い
たしました。幅広い年齢層を対象にライフプランセ
ミナーを開催していきたいと思います。そして、集
い語らう場の提供に力を入れ、組合員同士の友好の
輪が広がっていく年となればと思っています。「福
祉はひとつ」本年もよろしくお願いいたします。
　最後になりますが、本年が組合員の皆様にとって、
幸多き年となることを祈念申し上げ新年の挨拶とさ
せて頂きます。 

　　　奄美地域労福協　会長
　本田　亮　

　新年あけましておめでとうございます。
　日頃より奄美地域労福協の活動にご
理解とご協力をいただいておりますこと

に心より感謝申し上げます。
　昨年は、チャリティーゴルフ大会・バレーボール大会・
奄美まつり舟こぎ、パレード・喜界地区スポーツ大会
などたくさんの活動を通して多くの仲間とのつながりを
より深めた一年となりました。
　鹿児島県の最低賃金は初めて1,000円の大台に乗り
ましたが、物価上昇に歯止めがかからず生活はますま
す困難な状況となっています。奄美地域労福協は協力
団体であるこくみん共済 coopや九州労働金庫と連携を
図り協力しながら、働く方やその家族のみなさんの福
祉向上のために、これからも活動してまいります。
　最後に、2026年が皆様にとって幸多い一年になるこ
とをご祈念申し上げ、新年のあいさつと致します。
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災害の発生直後は、食料品の需要が一時に集中し、食べ
物が思うように手に入らない恐れもあります。食料の備
蓄がとても重要ではありますが、多くの人がそこまでは
気が回らないのが現状です。フードバンクかごしまでは、
非常用備蓄食品を販売しています。省スペースで玄関な
ど収納場所を問いません。
 

１箱
10 食入っており、５年間保管できます。
マジックライスは水の入れ加減でご飯にも雑炊にもなる
ので、お年寄りやお子様にも好評です。
また、水でもお湯でも調理ができます。
いざというときの備えにどうぞ！
•マジックライス五目ご飯 ・・・・・５食
•マジックライス炒飯・・・・・・・２食
•マジックライスドライカレー・・・２食
•ビスコ缶詰・・・・・・・・・・・１缶

１箱で３日分です。

なぜ 3 日分？
災害発生から 3 日を過ぎると生存率が著しく下がってし
まうため、人命救助が最優先になるからです。

※直射日光および高温多湿な場所を避けて常温で保存してください。
香り、匂いの強いものと一緒に置かないでください。

※いずれの商品も賞味期限は製造日から 5 年となっております。お手
元に届く際には若干のずれが生じる場合がございます。

※パッケージなどは予告もなく変更になる場合がございます。 
※アレルギーをお持ちの方は相談してください。非アレルギー商品もあ

ります。

商品のご購入お問い合わせ　☎099-250-1550
　　　　特定非営利活動法人　フードバンクかごしま

備蓄
食品

フードバンクかごしま
非常用食品パック

当選は発送をもってかえさせて頂きます。

横：約27㎝×幅：約20㎝
×高さ：約17㎝

玄関など、収納場所を
選びません

省スペースに
収納

防災かるた 　 出典：こくみん共済 coop　ＨＰより

こくみん共済 coop ＨＰの「防災かるた」は
２次元コードからご覧いただけます。

新春特別
プレゼント

「ろうふくきょうクイズ」正解者の中から20人にプレゼント
締め切り、応募方法、送り先はクイズと同様
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子

　
田
之
上
敦
子	

堀
内
　
惇
司

　
時
任
紗
也
香	

濱
崎
　
寛
隆

　
稲
森
奈
央
子	

冨
永
　
将
希

　
坂
元
　
　
浩	

永
田
　
孝
佐

　
小
野
　
清
美	

西
村
　
浩
子

　
岡
山
　
真
希	

園
田
　
征
紀

　
前
田
　
勧
誠	

中
村
　
敬
子 答え

フユシヨウグン（冬将軍）

〔
解
答
〕は
必
ず
ハ
ガ
キ
か
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

解
答
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

職
場
名
を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通

に
限
り
ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団

体
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き

く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
２
０
２
6

年
２
月
６
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の

方
に
賞
品
を
進
呈
し
ま
す
。

■
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
で

も
応
募
い
た
だ
け
ま
す

〔
送
り
先
〕〒
890

－

0064

　
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
五

－

七 

六
階

　
鹿
児
島
県
労
福
協「
ク
イ
ズ
」係

　

７
８
１
号（
12
月
）の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は
139
通

で
正
解
が
133
通
、無
効
が
６
通
で
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

【
お
知
ら
せ
】　「
か
ご
し
ま
労
働
者
福
祉
だ
よ
り
」は
鹿
児
島
県
労
福
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。


